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平成１７年に、各運輸事業者でヒューマンエラーに起因する事
故やトラブルが多発しました。例えば・・・

２－１． 運輸安全マネジメント制度は
なぜできたのでしょう？

6

◆鉄道（平成17年4月）

列車脱線事故
〈死者107名、負傷者562名〉

◆鉄道（平成１７年３月） ◆航空（平成１７年３月）

踏切障害事故 客室乗務員の
《死者2名、負傷者2名》 非常口扉操作忘れ

◆自動車（平成１７年４月） ◆海運（平成１７年５月）

トラック踏切衝突事故 《飲酒運転》 フェリー防波堤衝突
〈負傷者23名〉
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事故の要因は？

 経営者(責任者)や
安全担当者らの安
全に対する関 わり
が不十分

 経営陣と現場の
コ ミュニケーション
が不十分

ヒューマンエラー！

２－２．運輸安全マネジメント制度は
なぜできたのでしょう？

7

ヒューマンエラーとは？

狭義のヒューマンエラー

「ヒューマンエラー」には２種類ある

２－３．運輸安全マネジメント制度は
なぜできたのでしょう？

8

うっかりした
なぁ・・・

うっかりミスや錯
覚等により「意図
せず」に行ってし
まうもの
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ヒューマンエラーとは？
「ヒューマンエラー」には２種類ある

不安全行動

２－４．運輸安全マネジメント制度は
なぜできたのでしょう？

9

これぐらい
なら・・・ 悪いことと思いなが

ら、また、手順違反

と知りながら、やっ
てしまうもの

「ヒューマンエラー」を極力減らすため
設備・手順等によるシステム作り

安全ではない行動を取らせないよう
な社内の雰囲気

２－５．運輸安全マネジメント制度は
なぜできたのでしょう？

10

ヒューマンエラーによる事故を防止するためには…

安全文化の確立
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経営者(責任者)の
役割

安全管理体制の構築

３．安全管理体制はどのように作るの？

経営者(責任者)自らが、現場まで一丸となった安全管理の取
組みを行います

そのためには

11
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37

※インタビュー対象者は経営者
(責任者)、安全統括管理者、そ
の他安全担当者等に対して行
います。

５－２．運輸安全マネジメント評価はどうやるの？

37

事業者が作り上げた安全監理体制を

① インタビュー ※
② 文書・記録の確認

をもとに評価します。

・評価の方法
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はじめに 

国土交通省では、運輸事業者自らが経営者から現場まで一丸となった安全

管理の取組を行い、輸送の安全の向上をはかることをねらいとした「運輸安全

マネジメント制度」を平成１８年１０月から導入しています。 

この「運輸安全マネジメント制度」において、国土交通省では、運輸事業者

自らが安全管理体制の構築・改善に向けた取組を進める際の参考として考え

方などを定めた「安全管理規程に係るガイドライン」（以下「ガイドライン」

といいます。）を平成１８年５月に作成し、ガイドラインをもとに運輸事業者

の安全管理の取組状況をチェックする「運輸安全マネジメント評価」を実施し

ています。 

このたび、無軌条電車事業者・鋼索鉄道事業者・索道事業者の皆様が、より

効果的に安全管理に取り組むことができるよう、本冊子「鋼索鉄道・索道事業

者等における安全管理の進め方」を作成しましたので、今後、無軌条電車事業

者・鋼索鉄道事業者・索道事業者の皆様が、安全管理の取組を進めるにあたっ

て、ガイドラインに代えて、本冊子に記載する内容をもとに取り組むことが可

能となります。 

１．代表者（経営者）の役割 

輸送の安全は、運輸事業者の最も基本的なサービスである。 

このため、代表者（経営者）は、自らが輸送の安全の最高責任者として、

以下のとおり、安全管理の体制を整え、安全管理の取組計画を作るととも

に、社員を指揮・指導して、その役割を果たす。 

 

（１）会社の輸送の安全に関する基本的な考え方（安全第一、法令遵守な

ど）を記載した安全方針を作り、社内に周知徹底する。 

安全方針には、法令や社内規則を守ることや輸送の安全が第一である

ことを明記する。 

（２）安全方針を実現するため、年に１回、具体的な安全目標を決め、その

目標達成に向け安全運行に努める。 

安全目標は、その達成状況を把握することができるよう、可能な限り、

「事故ゼロ」など数値的なものとする。 

（３）重大な事故等が発生した場合の対応方法をあらかじめ決める。 

（４）輸送の安全に必要な人員や設備等を確保・整備する。 

（５）安全管理の取組状況を年に１回は点検し、問題があれば改善する。 

（６）安全統括管理者を選任し、次の事項を行わせる。 
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① 安全方針の社内周知を行うこと。 

② 安全目標を作成し、社員を指揮・指導し、安全目標の達成に向けた取

組を積極的に行うこと。 

  ③ 代表者（経営者）との連絡を密にし、輸送の安全に関する情報を集め、

代表者（経営者）に適時、適切に報告すること。 

④ 会社の人員規模に応じた安全管理の取組体制を決め、各自の役割を

定め、社内に周知する。 

⑤ 安全管理の取組状況を年に１回は点検し、その結果を代表者（経営者）

に適時、適切に報告すること。 

２．安全管理の実施 

代表者（経営者）、安全統括管理者、その他輸送の安全にかかわる社員は一

丸となって、輸送の安全に向け、以下のとおり、安全管理の取組を実施する。 

（１）輸送の安全に関する情報の伝達 

代表者（経営者）又は安全統括管理者は、輸送の安全に関する情報が適

時、適切に社内に伝わるようにするとともに、現場の声を適時、適切に把

握する。 

（２）法令等の遵守 

社員は、輸送の安全に必要な関係法令、通達及び社内規則を遵守すると

ともに、代表者（経営者）又は安全統括管理者は、それらの状況を定期的

に確認する。 

（３）輸送の安全に必要な手順・規則 

安全統括管理者は、社員に指示するなどして、輸送の安全に必要な手

順・規則を作成し、社内に周知する。 

（４）教育・訓練 

代表者（経営者）又は安全統括管理者は、輸送の安全にかかわる者に対

し教育・訓練を定期的に実施する。教育・訓練の実施にあたっては、外部

が主催する運輸安全マネジメント制度に関する講習会等を活用するなど

して、適切に実施し、それら実施状況を記録し、保管する。 

（５）事故等の対応 

① 社員は、事故が発生した場合は、代表者（経営者）及び安全統括管

理者にその情報を適時、適切に報告する。 

② 安全統括管理者は、上記①で報告を受けた事故について、再発防止

策を検討・実施する。 

③ 安全統括管理者は、必要に応じて、現場からのヒヤリ・ハット情報
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（事故にはならなかったが、「ヒヤッと」した、「ハッと」したでき

ごと）を集め、事故防止のために適切な対応策を講じる。 

④ 安全統括管理者は、他の事業者の事故事例などを積極的に集め、自社

の事故防止に活用する。 

⑤ 代表者（経営者）は、重大な事故等が発生した場合の対応方法をあら

かじめ決め、自ら又は安全統括管理者に指示するなどして、社内に周知

する。 

⑥ 安全統括管理者は、社員に指示するなどして、上記①から⑤の実施状

況を記録し、保管する。 

３．安全管理の取組状況の点検と改善 

輸送の安全に向け、定期的に安全管理の取組状況を点検し、把握した問題

点を改善することが重要であり、代表者（経営者）及び安全統括管理者は、

以下の取組を行う。 

（１）安全統括管理者は、少なくとも年に１回、安全目標の達成状況や安全

管理の取組状況を別添の「安全管理の取組状況の自己チェックリスト」

を活用するなどして、点検し、その結果を代表者（経営者）に報告す

る。 

（２）代表者（経営者）は、上記（１）の点検の結果、問題があることが判っ

た場合には、必要な改善を行う。 

（３）安全統括管理者は、社員に指示するなどして、上記（１）及び（２）の

実施状況を記録し、保管する。 
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別添 

無軌条電車・鋼索鉄道・索道事業者用 

「安全管理の取組状況の自己チェックリスト」の例 

 

（※）安全統括管理者は、以下のチェックリストを活用し、年に１回は自社の運輸事業の

安全の取組状況を定期的に確認しましょう。また、チェックリストは記録・保管し、次回

のチェックの際、昨年との比較を行いましょう。 

点検日  年  月  日 

 自己点検チェックポイント 判定 特記事項 

１ 代表者（経営者）は、法令を守ること、安全を

最優先とすることなどの考え方を盛り込んだ

安全方針を作っているか 

  

２ 代表者（経営者）は、安全方針を周知徹底して

いるか 

  

３ 代表者（経営者）又は安全統括管理者は、安全

方針を実現するため、１年ごとに安全目標を

作っているか 

  

４ 安全運行に努め、安全目標を達成したか   

５ 代表者（経営者）は、重大事故が発生した場合

の対応方法を決めているか 

  

６ 代表者（経営者）は、安全に必要な設備の更新・

整備や人員の配置などを行っているか 

  

７ 安全統括管理者は、安全方針を社内周知して

いるか 

  

８ 安全統括管理者は、その職務を把握し、社員を

指揮・指導し、安全目標の達成に向けた取組を

積極的に行っているか 

  

９ 安全統括管理者は、代表者（経営者）との連絡

を密にし、輸送の安全に関する情報を集め、代

表者（経営者）に報告しているか 

  

10 安全統括管理者は、安全管理の実施体制にお

ける各自の責任・役割を明確に定めているか 

  

11 安全統括管理者は、安全管理の実施体制にお

ける各自の責任・役割は周知しているか 
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12 社内において、輸送の安全に関する定期的な

話し合いを行っているか 

  

13 代表者（経営者）は、社員と直接話す機会を作

り、安全に関する指示・指導をしたり、社員か

ら意見・要望を聴いたりしているか 

  

14 旅客から輸送の安全に関する意見・要望を収

集しているか 

  

15 関係法令や社内規則を遵守して、安全運行・施

設保守をしているか 

  

16 安全管理規程、実施細則等が適切に管理され

ているか（必要な部署への配付・保管、改廃手

続きの適切な実施と表示） 

  

17 安全運行・施設保守に必要な教育・訓練を定期

的に実施しているか 

  

18 代表者（経営者）や安全統括管理者等は、外部

が主催する運輸安全マネジメントに関する研

修等に参加しているか（社内教育の受講も含

む） 

  

19 上記 17 及び 18 の教育・訓練等の実施状況を

記録しているか 

  

20 事故が発生した場合、代表者（経営者）まで事

故の情報が現場から報告されるようになって

いるか 

  

21 発生した事故の再発防止策を考え、実行して

いるか 

  

22 ヒヤリ・ハット情報を集め、事故防止に活用し

ているか 

  

23 他社の事故事例などを集め、自社の事故防止

に活用しているか 

  

24 緊急通報・連絡先を少なくとも１年ごとに見

直し、電話番号等に変更がないかどうか確認

をしているか 

  

25 上記 20～24の実施状況を記録しているか   



- 27 - 

26 代表者（経営者）は、少なくとも年に１回は安

全の確保に向けた取組状況（安全目標、安全目

標達成に向けた取組、安全管理の取組体制、情

報の伝達体制、事故防止策、教育・訓練等）を

点検し、問題があれば改善しているか 

  

27 上記 26の実施状況を記録しているか   

 

※ 実施している場合は『判定』欄に○、実施していない場合は×を記入すること。 

 

※ 『特記事項』欄には、自社で行っている取組の概要や取組が困難な理由・問題、前回

のチェック時から改善した点などを記入すること。 

 

安全の確保の状況の点検の結果判明した問題とその解決のため対応した状況 

判明した問題 実施日 解決のため対応した状況 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

年  月  日 

署名：（代表者又は安全統括管理者） 
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索道事業者の安全管理体制の現状（平成 25 年 3 月） 
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運輸安全マネジメント制度は、運輸事業者自らが経営トップから現場まで一丸となり安全

管理体制を構築・改善することと、その安全管理体制の実施状況を国が確認する「運輸安

全マネジメント評価」（以下、「評価」という。）を実施することにより、輸送の安全性を向上さ

せる目的で平成１８年１０月に導入されたものです。 

国土交通省では、索道事業者に対し「評価」を計画的に実施してきており、平成２４年度

に全ての索道事業者への１回目の評価が終了しましたので、その評価結果概要等を以下

のとおり取り纏めたのでお知らせします。 

なお、評価結果の分析等は、サンプリング調査（全索道事業者の約２割）の結果によるも

のです。 

 

１．小規模ガイドラインの項目ごとの取組状況 

（１）代表者（経営者）の役割 

・安全方針を策定し、事務所、山麓・山頂室に掲示、ミーティング時の唱和により周知 

・安全目標は策定されているものの、目標達成に向けた取組計画まで策定している

事業者は少数 

 （２）輸送の安全に関する情報の伝達 

・経営管理部門の現場巡視での直接対話、運転日報、始業・終業ミーティング等によ

り指示及び意見・要望等を把握 

・現場とのコミュニケーションは活発で、トップダウン及びボトムアップとも良好 

（３）法令等の遵守 

・法令遵守等について従業員教育、訓示、朝礼等により周知 

・現場巡視等において業務実施状況を確認することにより遵守状況を把握 

 （４）輸送の安全に必要な手順・規則 

・手順・規則等は、教育・訓練を通じて周知 

・規定集としてファイリングし、事務所、山麓・山頂室等に配備 

 （５）教育・訓練 

≪現場従業員≫ 

・現場従業員（季節従業員を含む）に対し、営業開始前に安全教育、運転取扱、施設

機器取扱等の教育を実施 

・救助訓練等を毎年実施、少数ではあるが訓練後「反省会」を実施し、課題を次回の

訓練等に反映 

・索道技術管理者等が試運転、各種点検、各種取扱いに立会い教育・訓練の効果把

握を行っている事業者が多いが、アンケートにより把握しフォローアップ等に繋げて

いる事業者も少数有り 

≪経営管理部門≫ 

・安全マネジメント制度に関する教育として、地方運輸局主催の運輸安全マネジメン

トセミナーや索道技術管理者研修会に参加 
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（６）事故等の対応 

・事故発生時には、緊急連絡通報体制図に基づき、安全統括管理者を通じて経営ト

ップまで報告 

・事故等の原因究明及び再発防止策は安全統括管理者や索道技術管理者が検討

し、現場ミーティング等において周知・実施 

・ヒヤリ・ハット情報は、ミーティングや現場巡視等で収集し未然防止策を策定の上、

ミーティングや掲示等で周知している事業者も見受けられるが、全体的に取組みの

実施状況は低い 

（７）安全管理の取組み状況の点検と改善 

・シーズン終了後に設備等の点検を行い、次年度の整備計画に反映 

・定期的（少なくとも年１回）の安全管理の取組状況を点検（C）し、問題点の改善（A）

に繋げている事業者は少ない（「安全管理の取組状況の自己チェックリスト」を活用

した点検（C）及び改善（A）の取組みが必要） 

 

２．今後の課題 

  上記１．の現状を踏まえ、安全管理体制の構築・改善に向けて以下の取組みを推進 

① 安全目標及び目標を達成するための取組計画の策定 

② ヒヤリ・ハット情報の収集・活用の取組みの実施 

③ 「安全管理の取組状況の自己チェックリスト」を活用した年１回の点検（C）の実施 

④ 上記③の点検結果に基づく問題点の改善（A）の実施 

 

［参考］ 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小規模事業者ガイドラインに基づき実施した評価報告書（運輸安全マネジメント評

価チェックリスト）の「判定」欄○△×をそれぞれ、2 点、1 点、0 点に置き換え集計 
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「安全管理の取組み状況の自己チェックリスト」の記載例 
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無軌条電車・鋼索鉄道・索道事業者用 

「安全管理の取組み状況の自己チェックリスト」の記載例 

 
（※） 安全統括管理者は、以下のチェックリストを活用し、年に１回は自社の運輸事業の安全の取組み状況を定

期的に確認し、代表者（経営者）へ報告しましょう。 
また、チェックリストは記録・保管し、次回のチェックの際、昨年との比較を行いましょう。 

点検日：平成  年  月  日 

  
「安全管理の進め方」

（ガイドライン）のポイ

ント 
自己点検のチェックポイント 

取組

区分 判定 特記事項（具体的取組み内容等） 

 

 

 

代

表

者 

∧ 

経

営

者 

∨ 

の

役

割 

１ 代表者（経営者）による、

安全方針の決定と社内へ

の周知徹底 

・代表者（経営者）は、安全第一、法

令・社内規則の遵守を明記した安全方

針を定めているか 
ガ ○ 

索道安全管理規程第○条に安全第一、法令・社内規則

の遵守を盛り込んだ安全基本方針を明記。 

・社員への周知は行っているか 
ガ ○ 

各事務所への掲示、従業員に対する安全教育、索道安

全祈願祭・現場巡視等での訓示などで周知。 

・社員への理解度・浸透度の把握を行

っているか 
推 △ 

現場巡視時の直接対話、定例会議の発言状況などで把

握しているが、アンケートや個人面談などの具体的な

把握は行っていない。 

・必要に応じ、安全方針を見直してい

るか 
推 ○ 

安全方針は、会社の憲法的存在であり、度々変更する

ものでないと認識していることから、法令改正や会社

を取り巻く社会環境に大きな変化があった際、また大

きな事故が発生した場合、必要に応じ、見直す方針。 

２ 代表者（経営者）又は安全

統括管理者による安全目

標の策定とその達成のた

めの取組み 

・具体的な安全目標を定めているか 
ガ ○ 

平成○○年度の安全目標は「係員のミス及び設備不具

合による事故、人身障害事故０」を設定。 

・安全目標達成のための実施計画（具

体的な取組み）を定めているか 推 ○ 
具体的な修繕計画、教育・訓練計画を作成・実施する

とともに、ヒヤリ・ハットの収集・情報共有、基本動

作の励行を重点項目として推進 

・年に１回、安全目標の達成状況を取

りまとめているか 
ガ ○ 

安全統括管理者が安全目標とその具体的取組みの年

間達成状況を取りまとめ、その他の課題と合わせ、社

長に報告。平成○○年度は目標達成。 

・取りまとめた結果を基に、見直し、

次年度の安全目標、実施計画に反映さ

せているか 

推 ○ 
上記の取りまとめの結果を踏まえ、社長・安全統括管

理者・索道技術管理者が相談して、次年度の安全目標、

具体的な取組みを決定。 

３ 代表者（経営者）による、

輸送の安全に必要な人員

や設備等の確保・整備 

・安全の確保に必要な人員を配置し

ているか ガ ○ 
各リフトに必要な要員を確保し、配置。（なお、各リ

フトには必ずベテランを○名以上配置。） 

・安全の確保に必要な設備の維持・管

理・整備を行っているか ガ ○ 
長期修繕計画、年度修繕計画を作成。平成○○年度は

専門業者によるリフト定期検査、リフト部品の新替等

実施。 

安

全

統

括

管

理

者

の

役

割 

４ 
安全統括管理者は、安全方針を社内周知しているか 

ガ ○ 
各事務所への掲示、従業員に対する安全教育、現場巡

回などで周知。 

５ 安全統括管理者は、その職務を把握し、社員を指揮・指導し、安

全目標の達成に向けた取組みを積極的に行っているか 
ガ ○ 

安全目標と具体的取組みの作成・実施責任者として、

現場巡視や部下からの報告により実施状況を確認し、

随時指示等を行っている。 

６ 安全統括管理者は、代表者（経営者）との連絡を密にし、輸送の

安全に関する情報を集め、代表者（経営者）に報告しているか ガ ○ 
シーズン中、リフト稼働状況等を月○回社長とのミー

ティングで報告。安全目標の達成状況、現場からの意

見・要望、事故等の情報、 各種改善の実施状況、安全

管理上の問題点等、シーズン終了時に報告。 

７ 安全統括管理者は、安全管理の実施体制における各自の責任・役

割を明確に定め、周知しているか 
ガ ○ 

要員の責任・権限は安全管理規程に明記。 

安全管理規程については、その概要を従業員の安全教

育で講義実施。 

 

 

安

８ 代表者（経営者）による、

輸送の安全に必要な、情

報伝達の仕組みの整備 

・安全の確保に必要な情報を確実に

社員に伝達しているか 
ガ ○ 

シーズン中、月○回、社長は、通常安全統括管理者以

下で実施される始業前打合せに参加し、指示事項等を

伝達。 
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全

に

関

す

る

情

報

の

伝

達 

・情報を確実に伝達し、共有するため

の仕組みを作っているか 推 ○ 点呼場に掲示板を設置し、安全に関する情報を掲出。 

９ 代表者（経営者）又は安全

統括管理者による、輸送

の安全に関する、適時・適

切な情報の伝達、及び現

場の声の適時・適切な把

握 

・現場巡回等で社員と直接対話を行

っているか 
推 ○ 

社長は、シーズン中、月○回の現場巡視、安全統括管

理者は、ほぼ毎日の現場巡回により、現場社員と直接

対話を実施。 

・社員からの意見・要望を収集して

いるか ガ ○ 
上記直接対話や「社員からの提案箱」を設置し、意見・

要望を収集。 

・輸送の安全に関して、会議などによ

り、話し合いが行われているか 

推 ○ 
シーズン中、ほぼ毎日、安全統括管理者以下で始業前

打合せを実施。 

シーズン中、リフト稼働状況等を月○回社長とのミー

ティングで報告。 

シーズン終了時、全社員と反省会を実施。 

・お客さまなどから輸送の安全に関

する意見・要望を収集しているか 

推 ○ 
当社ホームページに当スキー場お客様意見・質問コー

ナーを設置。 

スキー場での意見・要望は、運転日報に記載し、安全

統括管理者に報告。 

シーズン中、安全統括管理者以下での始業前打合せの

際、従業員から前日のお客様の声を報告。 

・社員との直接対話や会議などにお

ける意見・要望、お客様の声等を、安

全に関する取組みへ反映しているか 

推 ○ 
社員からの提案により、○○リフトの非常停止ボタ

ン 

設置位置を変更。（運輸局から認可済み） 

救援訓練の反省会での意見から、次回は地元消防署に

参加を要請。 

お客様意見から、当社の安全対策をより詳細にＨＰに

公表。 

法

令

等

の

遵

守 

10 代表者（経営者）又は安全

統括管理者による、輸送

の安全を確保するための

関係法令や社内規則の定

期的な遵守状況の確認 

・関係法令や社内規則を社員へ周知

しているか ガ ○ 
関係法令や社内規則は、社員教育により、遵守するこ

とを含め周知。 

また、法令遵守は安全方針に明記し周知。 

・社員の遵守状況を確認しているか ガ ○ 
シーズン中、安全統括管理者のほぼ毎日の現場巡回に

より、社員の業務実施状況を確認。 

手

順

・

規

則 

11 安全統括管理者による輸

送の安全に必要な手順・

規則の作成・社内周知 

安全管理規程、実施細則等が適切に管

理されているか（必要な部署への配

付・保管、改廃手続きの適切な実施と

表示） 

ガ ○ 
安全管理規程等は例規集としてファイリングし、各事

務室、詰め所等に配付。 

 

教

育

・

訓

練 

12 現場要員への安全運行・

施設保守に必要な教育・

訓練の定期的な実施 

・現場要員に必要な教育・訓練を定期

的に実施しているか ガ ○ 
毎年シーズン前に社員に対し運転取扱、施設取扱、安

全教育を実施。 

・教育・訓練の効果を把握しているか 推 ○ 
教育終了時、アンケートを実施。 

安全統括管理者や索道技術管理者、索道技術管理員が

試運転、各種点検、各種取扱い等に立会い、各自の作

業状況を確認。必要に応じ、再教育。 

・教育・訓練の効果を踏まえ、実施内

容の見直しを行っているか 
推 × 

アンケート結果を次回の教育内容に反映させること

までは未実施。 

もっと分かりやすい教育方法があるかもしれないが、

従来からのリフトであり、メーカーから提示された作

業手順書により、教育を実施していることから、見直

しは行っていない。 

13 代表者（経営者）や安全統

括管理者等への運輸安全

マネジメントに関する研

修の実施 

・代表者（経営者）等は、社内教育若

しくは外部が主催する運輸安全マネ

ジメントに関する研修等に定期的に

参加しているか 

ガ ○ 
社長及び安全統括管理者は国土交通省主催の運輸安

全シンポジウムに毎年参加。 

索道技術管理者は運輸局主催の索道技術管理者研修

等に毎年参加。 

 

 

 

14 事故が発生した場合、代表者（経営者）及び安全統括管理者まで

事故の情報が現場から報告されるようになっているか ガ ○ 
最新の緊急連絡網を整備済み。 

緊急時の連絡が確実に行えるよう、社内で通話テスト

を実施。 
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事

故

等

の

対

応 

15 発生した事故・トラブル

の再発防止策の検討・実

施 

・事故・トラブル情報を収集・分類・

整理・分析し、対策を講じる一連の手

順を定めているか 

推 ○ 
「事故処理規程」を定め、事故の報告から応急処置、

再発防止対策を実施するまでの一連の手順を明確化。 

・事故・トラブル情報について、収集・

分類・整理・分析し、対策を講じてい

るか 

ガ ○ 
営業開始以来、索道事故は発生していないが、有事の

際は、原因究明、再発防止策の検討・実施等適切に行

うこととしている。 

・実施した対策が有効であったか、検

証しているか 推 ○ 
対策実施後、シーズン中、再発していないかを現場巡

回により確認している。 

16 必要に応じて、ヒヤリ・ハット情報（事故にはならなかったが、

「ヒヤッと」した、「ハッと」したできごと）を集め、事故防止

に活用しているか 

ガ ○ 
本年４月に「ヒヤリ・ハットの収集・活用について」

の手順を制定。 

２月を安全強化月間と定め、収集箱を点呼場、リフト

運転室・休憩室等に設置し収集。 

情報は、対策や改善状況等のコメントを付け掲示板に

掲出し、水平展開。 

17 
他社の事故事例などを集め、自社の事故防止に活用しているか ガ ○ 

運輸局等から索道事故情報を入手した際は、社員に周

知するとともに、類似事故・不具合が自社で発生する

ことがないか、設備点検等を実施。 

18 代表者（経営者）による、

重大な事故等が発生した

場合の対応方法の事前決

定 

・全社的（本社・現場）対応をとる必

要があるような事故・災害等を定め、

連絡体制、救助・応急措置・復旧措置

等の方法を示したマニュアルを作成

しているか 

ガ ○ 
「危機管理規程」を制定。 

なお、毎シーズンの開始前に、リフトの長時間停止を

想定した、現場社員全員参加による、救助訓練を実施。 

訓練実施後は、反省会を実施し、事後の訓練に反映。 

・マニュアルを社員へ周知している

か 
ガ ○ 

社員教育、救助訓練において周知。 

・必要に応じ、シナリオ等を作成し、

重大事故発生時の対応訓練を実施し

ているか 

推 × 
上記救助訓練では、重大事故を想定してシナリオを作

成し、実施してまではいない。また、地元警察・消防

等の関係機関に参加・協力要請は行っていない。 

・緊急通報・連絡先を少なくとも１年

ごとに見直し、電話番号等に変更がな

いかどうか確認をしているか 

推 ○ 
毎年、シーズン前に索道技術管理者が規程類の見直

し・最新化を行っている。 

 

安

全

管

理

の

点

検

と

改

善 

19 輸送の安全に向け、定期

的に安全管理の取組みを

点検し、把握した問題点

を改善すること 

・安全統括管理者は、少なくとも年1

回、本チェックリストを活用するなど

して、安全目標の達成状況や安全目標

達成のための具体的取組み等の状況

を点検し、その結果を代表者（経営者）

に報告しているか 

ガ ○ 
シーズン終了後、安全目標、具体的な修繕、教育・訓

練、ヒヤリ・ハットの収集・情報共有、基本動作の励

行等の実施状況を索道技術管理者からの報告等によ

り取りまとめ、社長に報告。 

本チェックリストにより自己点検を実施し、社長に報

告。 

・代表者（経営者）は、上記の点検の

結果、問題があれば改善しているか 
ガ ○ 

上記の取りまとめの結果を踏まえ、社長・安全統括管

理者・索道技術管理者が相談して、次年度の安全目標、

具体的な取組みを決定。 

事故の未然防止のため、「ヒヤリ・ハットの収集・活

用について」の手順を制定。 

 

記

録

の

作

成

と

保

管 

20 安全管理体制を維持して

いくうえで必要な記録の

作成と保管 

・１．の安全方針の周知の取組み状況

を記録しているか 推 ○ 
上記1．の記録あり。 

・２．の安全目標の決定、達成状況の

審議・検討の状況を記録しているか 推 ○ 
上記2．の記録あり。 

・8．9．の各種情報伝達の実施状況を

記録しているか 推 △ 
上記8．9．の内、始業前打合せにおける社長からの指

示事項、直接対話における意見･要望、「社員からの

提案箱」、社長とのミーティングにおける報告、シー

ズン終了時の反省会についての記録あり。 

・12．13．の各種教育・訓練の実施状

況を記録しているか ガ ○ 
上記12．13．の記録あり。 

・14～18．の事故等の対応について、

各種実施状況を記録しているか ガ ○ 上記14～18．の記録あり。 

・19．の安全管理の取組み状況の点検

と改善の実施状況を記録しているか 
ガ ○ 上記19．の記録あり。 
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※ 取組区分欄の○ガは、「鋼索鉄道・索道事業者等における安全管理の進め方」（ガイドライン）に記載されて

いる取組み、◇推は、安全管理の取組みを向上させる上で、推奨する取組みを示す。 

※ 実施している場合は『判定』欄に○、一部実施している場合は△、実施していない場合は×を記入するこ

と。 

※ 『 特記事項（具体的取組み内容）』欄には、自社で行っている取組みの概要や取組みが困難な理由・問題、

前回のチ 

ェック時から改善した点などを具体的に記入すること。 

 

 

安全の確保の状況の点検の結果判明した問題とその解決のため対応した状況 

判明した問題 実施日 解決のため対応した状況 

ヒヤリ・ハット情報を収集してい

ない 

平成○○年○月○

日 
ヒヤリ・ハット情報報告要領を作成→今期シーズン前に

従業員教育で当該要領を説明周知し、収集を開始する予

定 

搬器内の扉スイッチが露出してい

たため、乗客が触れて開扉するお

それがあることが判明 

平成○○年○月○

日 
扉スイッチに跳ね上げ式のアクリル板を設置 

○○リフトの非常停止ボタンの設

置位置が係員の所定の位置から離

れていたため、緊急時の対応が遅

れるおそれがあることが判明 

平成○○年○月○

日 
非常停止ボタンの位置を変更するとともに、ボタンを大

型のものに交換 

 

年  月  日 

 

署名：（代表者名）                        

 

 

 

署名：（安全統括管理者名）                    
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索道事業者の取組事例  
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概       要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

【安全方針】 

朝礼で安全方針を唱和しているが、現場社員から「文章が長く内容を理解しづらい」

「暗記しやすいものに」等の意見が寄せられたことから、安全方針の見直しを行った。 

 

≪安全方針の見直し事例≫ 

 旧安全方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新安全方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全方針】 

 安全方針を記載した携帯カードを作成し、社員に携帯させるとともに朝礼時に唱和

１．私たちは、すべてにおいて安全を最優先します。 

２．私たちは、定められたルールに従い、安全運転を行います。 

３．私たちは、安全の維持・向上に努めます。 

４．私たちは、安全運転を通じお客様に最高のサービスを提供します。 

【改善点・コンセプト】 

・完結明瞭な内容 

・ガイドラインに求められている

要素を明確化 

・業務遂行の規範となる方針 

・全社一丸となった宣言 
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２ 

している。 

 なお、携帯カードの裏面には、安全に係る「私の行動」として、自身の目標や決意

を自筆で記載させ、ミーティング時に発表させている。 

 

≪携帯カード事例≫ 

 

             （表面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             （裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．私たちは、すべてにおいて安全を最優先します。 

２．私たちは、定められたルールに従い、安全運転

を行います。 

３．私たちは、安全の維持・向上に努めます。 

４．私たちは、安全運転を通じお客様に最高のサー

ビスを提供します。 

 

 

安全を 

すべてに優先して行動します。 
（安全を現場力と社員一丸の支持により、日々 

創り上げていきます） 

私の行動 
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３ 

【安全重点施策】 

 安全重点施策については、「安全目標」の『運転事故ゼロの継続』と「取組計

画」として設備の維持・管理を中心とした年間及び中長期的な計画を策定し、「安

全目標」達成に向け取組んできたが、ヒューマンエラーに起因するトラブルが２回

連続して発生したことから「取組計画」について、従前の設備の維持・管理計画に

加え、ヒューマンエラーの防止に向けた人材育成等（ソフト面）に関する項目を追

加した。 

 

≪安全重点施策の見直し事例≫ 

 旧安全重点施策 

 

あ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新安全重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『運転事故ゼロの継続』 
 

 
 

・安全で安定した輸送に関する設備の維持・管理 

安 全 目 標 

取 組 計 画 

 

 

 

『運転事故ゼロの継続』 
 
 
 

 ①基本動作の励行 
   ・指差喚呼の徹底 

 ②ヒヤリ・ハット情報を活用した事故防止 
   ・ヒヤリ・ハット情報収集の活性化 

③安全で安定した輸送に関する設備の維持・管理 
 ・年間設備維持・管理計画の策定と実施 

安 全 目 標 

取 組 計 画 



 

- 43 - 

 

 

 

 

 

 

４ 

【安全重点施策】 

従前、安全重点施策として安全目標と取組計画を策定し取り組んできたが、具体性

に欠けていることから実効性に課題があるため、「誰が」「いつ」「何をするのか」

を明確にした「安全重点施策実施計画表」をスキー場ごとに作成・周知することによ

り、担当者の責任感を醸成させるとともに社員の理解・認識を深め、取組みの推進を

図った。 

 

≪「安全重点施策実施計画表」例≫ 

 

別紙 １ （●ページ） 

 

 

 

 

 

 

５ 

【安全重点施策】 

 安全重点施策（安全目標・取組計画）の進捗・達成状況をシーズン終了時に「安全

重点施策進捗状況管理表」を用いて各スキー場から報告を求め、本社において検証を

行い、次シーズンの安全重点施策の策定に反映させている。 

 

≪「安全重点施策進捗管理表」例≫ 

 

別紙 ２ （●ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

【コミュニケーション】 

経営管理部門と現場職員とのコミュニケーションの充実を図るため、経営トップ、

安全統括管理者が積極的に現場巡回を行い、声かけを実施している。 

また、安全統括管理者が中心となって、２週に１回リフト係員等を集め「運行安全

ミーティング」を実施し、情報の伝達及び意見・要望の収集等を実施している。 

なお、現場からの意見・要望に対し、当日回答できない事案については、原則次回

のミーティングの際に回答することとしており、対応不可能な事案に対しても理由を

添えて回答するなど、丁寧な対応を心がけている。 

 

 

７ 

【コミュニケーション】 

社員からの意見、要望の収集について、対話によるものの他「提案改善シート」を

活用し、本人には必ず回答することと併せ、優良な提案については表彰している。 
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８ 

【コミュニケーション】 

 従前までは、経営会議の議題の一つとして索道の安全について議論を行ってきた

が、時間的な制約もあり十分な議論が行われなかったことから、索道の安全に特化し

た「索道安全推進会議」を新たに設置した。 

 

≪「索道安全推進会議」概要≫ 

 

議 長：社長 

構成員：社長、常勤役員、安全統括管理者、スキー場支配人、担当部長、 

索道技術管理者 等 

役 割：安全管理体制及び法令遵守に関すること 

    ・安全に関する取組みの進捗管理と見直し 

    ・発生した事故等の原因究明と再発防止策の検討 

・設備機器等の更新及び修繕等の計画管理      等 

頻 度：毎月１回 

 

 

 

 

 

 

９ 

【リスク管理】 

強風・落雷等で度々リフトが運休しているため、近隣のスキー場から情報を入手し

て事前の事故防止対策に活用している。 
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10 

【リスク管理】 

係員に異常運転時の症状や運転中の注意事項を記載した安全運転携帯カードを携

帯させ、係員に安全運行を周知徹底させている。 

 

≪携行カード事例≫ 

     （表面）              （裏面） 
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【リスク管理】 

リフト監視員が「ぼんやり状況」に陥りやすいことから、パトロール員はゲレンデ

巡回の際に、必ず監視室に寄り監視員の気持ちがリフレッシュするよう「声掛け」行

う取組みをルール化した。 

 

 

 

安全運転携帯カード 
 

氏名  国土 太郎 

始業点検 

試運転前に必ず実施 
 

試運転 

目視点検後に試運転開始 
 

①試運転は半循環以上 

②メーターの振れに注意 

③回転状態、異音、温度、異臭をチェック 

④制動試験は必ず実施 

 

運転記録 

いつもと違うは要注意 

運転前 
風 

人 

線路 
リフトの運転にあたって、線路の安全確認、風

速のチェック、リフトに人がいないかを確認して

から運転ボタンを押す。 

運転中 
乗りそこない 

降りそこない 

搬器間隔 
運転中は特に乗り場、降り場での乗りそこな

い、降りそこないに注意する。また、搬器間隔

に異常がないか注意する。 

運転後 
電源 

ブレーキ 

人確認 
運転終了後は、降ろしそこないがないかを確認

してから、電源を切る。主電源は入っているか、

ブレーキは確実に効いているかを最終確認。 
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【リスク管理】 

朝礼等で作業における危険箇所を認識させるため、リスク確認をさせている。 

 

≪確認リスト事例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の作業を始める前に必ず、記入して下さい。 

 
 どんな場所で作業を行うのか？：高い、低い、暗い、密室、段差、 

台上、開口部 

 どんな姿勢で作業をするか？  ：腰をかがめて、伸び上がって、 

                  無理な大勢、近づけて 

 どんな設備、機械を使う？  ：電動工具、重機、足場、支保工、 

                  昇降設備、揚重機、ワイヤ 

 取り扱う対象は扱い易い？  ：重い、軽い、大きい、小さい、 

                       転がり易い、滑り易い 

 複数の人がかかわる？    ：小人数、多人数 

目標「労働災害ゼロ」 

ま・・・まあ、大丈夫 

み・・・見切り発車 

む・・・無理を承知    全て事故になる！ 

め・・・面倒くさい 

も・・・もういいだろう 
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【リスク管理】 

「ヒヤリ・ハット情報」の収集・活用の取組みを始めるにあたり、各種規定の整備

も必要ではあるが、先ずは「取組んでみる」ことが大切であると考え、収集様式を策

定した。 

しかしながら、なかなか現場職員から報告されないため、終業点呼やミーティング

の際に管理者が聞き取りを行い記載しているのが現状ではあるが、年間１０件程度の

情報が収集され、取組みは動き出したと考えている。 

なお、収集した情報については、センター長や索道技術管理者が対策等を検討し、

点呼等において周知している。 

また、年間の報告書を取り纏め、シーズン前の従業員教育に活用・周知している。 

 

≪「ヒヤリ・ハット、気がかり事例報告」例≫ 

別紙 ３ （●ページ） 
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【リスク管理】 

索道主任会議及び社内イントラネットでヒヤリ・ハット情報を収集し、事故防止対

策を講じている。 

 

≪ヒヤリ・ハット情報収集のアドバイス≫ 
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【重大な事故等への対応】 

近隣のスキー場、警察消防と連携し、重大事故等対応の体制を充実・強化している。 

 

 

 

 

 

 

16 

【重大な事故等への対応】 

事業規模が小さいため、重大な事故発生時にはリフト係員のみの対応では十分でな

いこことから、季節職員を含む冬期に従事する全てのスキー場職員に対し「緊急救助

訓練」及び「索道安全講習会」を実施し、迅速な対応と被害軽減に努めている。 

また、「緊急救助訓練」終了後には、参加者全員で反省会を実施し、一人ひとりか

ら感想をもらうとともに、見出された課題等は次回の訓練や規程の見直しに反映して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 

【重大な事故等への対応】 

毎年１回、スキーシーズン前に「救助訓練」を行っているが、乗客役が従業員であ

ることから、スムーズな救助が行われている反面、マンネリ化や緊張感が希薄となっ

ていたことから、より実践的な訓練とするため、シーズン中にも、一般のお客様に乗

客役として参加して頂き「救助訓練」を実施した。 

当該訓練により、従業員がお客様に対し、 

どう指示すれば良いのか体験することがで 

き、また、訓練を一般のお客様に見てもら 

うことで、従業員のモチベーションの向上 

に繋がった。 

さらに、一般のお客様に対し、「安全・ 

安心」をアピールすることができた。 

 

 

 

 

18 

【教育・訓練等】 

外部講師を招き、法令遵守に係る講義を開催している。 
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【教育・訓練等】 

スキーシーズン前の従業員教育に使用する資料については、以前は文字中心の資料

を使用している事業者が多かったが、最近は写真や絵を使って研修をしている事業者

が散見されるようになった。事業者は、写真や絵を使うことにより、講師は説明しや

すいとの利点に加え、従業員に対しては具体的に、より確実に伝えることが出来るよ

うになったと思っている。 

 

 

 

20 

【教育・訓練等】 

マイクロバスを所有している索道事業者が、自動車モードの運輸安全マネジメント

セミナーに参加している。 
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【教育・訓練等】 

毎年、シーズン前にリフト係員のみならず、冬季従事する全ての現場係員に対し「索

道安全講習会」を実施し、終了後にはアンケート調査を行い、理解度を把握するとと

もに、次回のカリキュラムや講師の力量向上に反映させている。 

 

≪アンケート事調査例≫ 

 

別紙 ４ （●ページ） 
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【安全管理の取組み状況の点検】（内部監査） 

 従前、シーズン終了後に索道技術管理者が索道事業者用の「安全管理の取組状況の

自己チェックリスト」（以下、チェックリストという。）を用いて安全管理体制を点

検し、安全統括管理者を通じ社長に報告し見直し・改善を実施してきたが、社長より

「自らの取組みをじっくりと振返り検証したい」との要望があったことから、チェッ

クリストを参考に、社長及び安全統括管理者用の「安全管理の取組状況の自己点検票」

を作成し、自身で点検する仕組みとした。 

 

≪社長用の自己点検票の事例≫ 

 

別紙 5 （●ページ） 
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【安全管理の取組み状況の点検】（内部監査） 

安全管理の取組みについて自社が作成したチェックリストを用いて、現場に対し内

部監査を実施して、その結果を経営トップに報告している。 

 

≪チェックリストの項目事例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全管理監査チェックリスト（例） 

 

【チェック項目】 

１．始業点検の実施状況 

２．緊急時の連絡網の掲示状況・整備状況 

３．予備原動機の試運転状況 

４．予備原動機の運転マニュアルの整備状況 

５．救助用具の整備状況 

６．保安設備の状況 

７．緊張目盛の状況 

８．リフト利用の注意看板の状況 

９．教育訓練の実施状況 

10．年末年始の総点検実施状況 

11．ヒヤリ・ハットの情報収集の方法 

12．索道協会などからの索道情報の保管状況・伝達状況 

13．検査及び点検記録簿の状況 

14．安全管理の取組状況 

 ① 安全に関する情報の伝達 

 ② 法令等の遵守 

 ③ 手順・規則 

 ④ 教育・訓練 

 ⑤ 事故等への対応 

15．その他 
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【安全管理の取組み状況の改善】（マネジメントレビュー） 

 更なる安全管理管体制の構築・改善を図るため、年度末の「索道安全推進会議」の

場において、1 年間の安全管理の取組状況の検証を行い、次年度の取組計画等を策定

している。 

①議題 

 ・従業員への安全方針の浸透・定着状況 

 ・安全重点施策（安全目標と取組計画）の進捗・達成状況 

 ・コミュニケーションの状況（職員、お客様） 

 ・事故の発生状況（対策の策定、実施状況） 

 ・教育・訓練の実施状況 

 ・安全管理の自主点検の結果 

 ・国の保安監査、運輸安全マネジメント評価の結果      等 

②決定事項 

 ・安全方針の継続 

 ・次年度の安全重点施策 

 ・輸送の安全に関する組織・人員の体制 

 ・安全投資計画 

・教育・訓練計画                     等 
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【記録の作成及び維持】 

 安全管理体制の仕組みが構築され、運用していくなかで、各種会議の議事録を作成

していなかったため、過去の取組状況や考え方を振り返ることができず、新たな対策

や取組みの策定に苦慮したことから、確実な記録の作成を指示した。 

 ただし、記録内容については、過剰・複雑な記録化は却って記録管理の効率を損な

うことから、過剰な記録を作成しないこと、また、記録は読みやすく、容易に識別・

検索できるよう留意している。 

 

 

 

※ これらを参考に、自社の事業規模や安全管理体制の構築状況に応じた取組み

を実施され、事故防止に繋げられることを期待します。 
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別紙 ３ ≪「ヒヤリ・ハット、気がかり事例報告」例≫ 

 

ヒヤリ・ハット、気がかり事例報告 
 

運行中、点検・整備中等で、ヒヤッとしたこと、ハットしたこと、良

い事例（アイデア）などを記入してください。 
 

施 設 名 ○○山観光センター 氏 名        ○○ ○○ 

日    時 平成○年○月○日（○）   ○時頃   天候（ ○ ） 

発生場所 リフト名（ 第１観光リフト                   ） 

山麓停留所 ・ 山頂停留所 ・ 施設等 (          ) 

【内容】 

  山麓停留所でお客さま対応を行っていたら、後続のお客様が後

ろを通って先に乗車しようとしたのでヒヤッとした。                                                                                           

                                                         

                                                                

                                                         

原因（該当すると思われるものに○を付けてください。 

人  的 作業方法 ・ 作業動作 ・ 確認不足 ・ 不注意 ・ 合図 

動  的 機械設備不良 ・ 工具不良 ・ 作業環境 

そ の 他 良い事例 ・ 工夫アイデア ・ 作業環境改善 

【対策等】（センター長、索道技術管理者が記載） 

  乗車の間口が広いことが原因と考えられることから、追い越し

乗車を防止する柵の設置を検討中である。（平成○年○月○日設

置完了/第２観光リフトも同仕様であったため柵を設置）  ○○                                                   

                                                          

別紙 ４ ≪アンケート事調査例≫ 

(匿名でも可) 
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別紙 ５ ≪社長用の自己点検票の事例≫ 
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運輸安全取組事例の公開 

運輸安全マネジメント評価を通じて知り得た運輸安全情報の中で、運輸事業

者において安全性が向上した事例、取組みに苦慮された事例等を事業者のご協

力のもと、「運輸安全取組事例」として周知・公表させていただいております。 

 

取組事例は、国土交通省ホームページで公開中です。 

URL:http://www.mlit.go.jp/unyuanzen/unyuanzen_torikumi.html 
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業  種 索道 

取組分野 教育・訓練 

テ ー マ 限られた人員内での技術業務知識の習得とスキルアップ 

取組の狙い 運輸技術部門の限られた配置人員の中、定期検査時の教育・訓練（継続

的 OJT）等を通じて各人の多能化を図ることで、組織全体の安全管理レベ

ル向上をめざす 

具体的内容 御在所ロープウエイ(株)では、検査、点検等の作業について、業務知識

の習得とスキルアップを図りつつ、専任者のみならず他業務の担当者も実

施可能な体制を構築している。 

 

１．教育・訓練により比較的簡単にできる日常点検等は、専任担当者以外

の者（他業務担当者）に行わせ、専任担当者は難易度が高い設備・装置

等の定期的な検査作業に多くの時間を割けるようにし、役割分担と責任

を明確化した上で効率的な作業を実現している。 

 

２．他業務担当者は運行の業務知識はあるが、技術的な知識が足りないた

め、各種測定器等使用する機器の基礎知識の習得から始め、適正な使用

方法の実地訓練を行う等、教育・訓練に工夫をこらしている。今後もマ

ンツーマンのOJT教育など継続的に実施しつつ内容の充実を図る予定で

ある。 

 

３．現在、教育の一環として、他業務担当者に写真入りのマニュアル（【参

考】を参照）を作成させている。今後はより一層個人のスキルアップを

図るために、教育・訓練自体を PDCA サイクルにより向上させていくこ

ととしている。 

 

取組の効果 １．普通索道に関しては、専任担当者を含め部全体 15 人で点検可能にな

った。 

２．他業務担当者においても油切れや故障等の異音を早期に察知すること

ができるようになり、事故・故障の未然防止に向けた迅速な安全対応が

可能になった。 

事業者名 御在所ロープウエイ(株) 

(連絡先：運輸技術部 電話 059-392-2261) 
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1 ヶ月検査作業手順 

○ 搬器制動機・圧縮機・給電軌条・保安装置測定用紙(山上・山麓共通) 

① 実施日、天候、気温、測定者の氏名記入。 

② 搬器制動機測定（到着側・・主制動、第２

ブレーキ、減速ブレーキ）（出発側・・搬器位置

ブレーキ、追突防止ブレーキ） 

 

２名一組にて電磁弁を動作させ、ブレーキが

作用している状態にして上図赤→内の数値を測

定する。尚、ブレーキ内にパットがある場合は

パット表面までを測定する。測定する位置につ

いては各ブレーキ前に目印があるのでその前方

を測定する。 

 

③ 各種保安装置測定 

Ｓ１、Ｓ２、Ｓ６測定 

 保安装置本体の異常（検出スイッチの歪みなど）がないか確認し、 

器具①を設置して器具上部から検出スイッチまで(左図赤→）を測定

する。Ｓ１、Ｓ２、Ｓ６の測定は基本的に同じであるが、搬器の検出

板が検出スイッチの下部で動作するＳ１、Ｓ２は検出スイッチの下部

までを、検出スイッチの上部で動作するＳ６は上部までを測定する。 

注）器具①はレールに対して平行に設置されており、測定時は器具 

に対してメジャーを垂直にして測定する。 

Ｓ７測定 

保安装置本体の異常（ばねの破損など）がないか確認し、器具②を

使い、曳索を下げてＳ７のリミットスイッチ（赤○）が動作した所で

器具③に表記されている目盛りを測定する。 

曳索を器具②で下げるときは垂直に下げないと正規の設定値が出

ないので注意する。尚、１名では困難な為、２名で作業を行い、曳索

を下げる係と測定する係に分かれて作業を行う。 
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M-MSTUAK
テキストボックス
【参考】社員手作りマニュアル（抜粋）




業  種  索道 
取組分野 教育･訓練  安全重点施策の確実な実施等 事故、ヒヤリ・ハット情報等の収集・活用

テーマ 着任者教育の充実等ハード、ソフト両面に於ける安全対策の推進 
取組の狙い 季節従事者等に対する安全教育の充実、ヒヤリ・ハットの事例の共有、

整備作業マニュアルの見直し、充実を図るとともに、索道施設の整備・改

善を行うことにより、輸送の安全確保を図る。 
具体的内容 飛騨森林都市企画(株)では、平成 18 年度から毎年度安全重点施策を

定め取り組んでおり、最近では以下を実施しました。 

１．鋼索交通協会から入手した事故事例等をもと

に、自社にて検証対策を行っています。また、こ

れらの事例は、ゴンドラリフトスタッフの着任時教

育や、朝礼や終礼時において発表し、職員の

啓蒙を図っています。 

２．毎年、ゴンドラ・リフトの救助訓練を行っていま

す。平成 21 年度は、地元の高山市消防署、高

山市高根支所の参加を得て実施しました。 

（ペアリフト救助訓練の様子） 

３．統一的なヒヤリ・ハット報告書の様式を作成し、各自から少なくとも一報

告を行うよう指示しています。これらの報告に、各部の部長が「上司の意

見・助言」記入したうえで、社長及び安全指導課長に提出するとともに、

事例の共有を行うこととしています。 

４．毎朝の朝礼で「安全の基本理念・安全方針」を社長を含む当日の出勤

者全員で唱和を行い、安全意識の向上を図っています。 

５．毎年度、施設について所要の整備・改善を行うとともに、作業手順等に

係るマニュアルの見直し、充実を図っています。 

 
（作業手順をマニュアル化、写真でわかりやすく） 

（参考） 最近の整備関係契約金額 
H19 年度：62,571 千円、H20：28,347 千円、H21：25,409 千円 

取組の効果 平成 10 年度開業以来、索道運転事故は発生していません。 
事業者名 飛騨森林都市企画(株)（注：「チャオ御岳スノーリゾート」を運営） 

事業部安全指導課(連絡先：0577-59-3620) 

（着任者教育の様子） 
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運輸安全マネジメント制度とは 
【無軌条電車・鋼索鉄道・索道事業者編】 

平成 30 年９月 

 

国土交通省 大臣官房 運輸安全監理官室 
〒100-8918 

東京都千代田区霞が関 2-1-3 

TEL：03-5253-8797  FAX：03-5253-1531 

HP: http://www.mlit.go.jp/unyuanzen/index.html 


